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資資 料料男子高校サッカー選手における
鼠径部痛に関するアンケート調査
Questionnaire survey on groin pain in male high school soccer players
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〔要旨〕「目的」男子高校サッカー選手に対して鼠径部痛に関するアンケートを実施し，実態を調査する
こと．「対象および方法」高校サッカー部 7団体 191名を対象とし，鼠径部痛に関するアンケートを実施し
た．「結果」鼠径部痛既往歴者は全体の 53％であり，慢性例は 13％存在した．また，競技中断経験は 48％
であり，重症例は 18％存在した．鼠径部痛を生じる脚は，利き脚だけでなく非利き脚も高い割合であっ
た．疼痛を生じる動作はキック動作で高い割合を示した．鼠径部痛を生じる蹴り方では，インステップ
キック 41％，インサイドキック 33％であった．鼠径部痛を生じるキック動作相はインパクト 39％と
コッキング 35％あった．「考察」指導者，選手にアンケート結果をフィードバックすることにより鼠径部
痛に対する理解を高め，予防につながる可能性が示唆された.

はじめに

サッカーは外傷・傷害を受ける頻度が高い１）と
され，これまでプロサッカー選手を含めて外傷・
傷害に関する多くの報告がある２）．シーズン中にお
ける鼠径部痛の発生は，プロサッカー選手では全
外傷・傷害の 11％である３）と報告されており，決
して少なくはない外傷・傷害である．また，鼠径
部痛は高校サッカー選手で特異的に増加するこ
と４）が報告されている．そこで本研究の目的は，高
校サッカー選手に対してアンケートを実施し，鼠
径部痛の重症度や特異的な動作を把握するととも
に，予防に関する基礎資料とすることとした．

対象および方法

対象は男子高校サッカーの最上位のリーグであ
る高円宮杯 U-18サッカーリーグ 2019でプレミ
アリーグ EASTの埼玉県内のチームおよび埼玉
県大会出場レベルの高校に依頼した．その結果，
参加の同意を得られたサッカーチーム 7団体 191
選手を本研究の対象とした．実施時期は 2019年 8
月から 12月とした．なお，アンケート実施前に研
究責任者より，高校入学時からの調査であること，
鼠径部痛の定義について指導者と選手に十分に説
明を行なった．アンケート項目（図 1）は，基本情
報として，性別，学年，年齢，身長，体重を調査
した．サッカー関連の情報として，利き脚，ポジ
ション（フォワード～ゴールキーパー），練習時間，
練習頻度を聴取した．高校サッカー生活における
鼠径部痛関連の情報として，高校入学時からの鼠
径部痛経験の有無，慢性化の評価５）として，鼠径部
痛の継続期間（1週間以内，1-2週，2-3週，3-4
週，6週以上｛慢性｝），重症度の評価６）として，鼠
径部痛による競技中断期間（1-3日｛わずか｝，4-
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図 1　アンケート用紙

表 1　基礎情報（n＝191）

年齢（歳） 16.3±0.8
身長（cm） 170.7±5.7
体重（kg） 60.3±6.8
利き脚（名）
右脚 165（86.4%）
左脚 26（13.6%）
ポジション（名）
フォワード 33（17.3%）
ミッドフィルダー 70（36.6%）
ディフェンダー 68（35.6%）
ゴールキーパー 20（10.5%）

7日｛軽症｝，8-28日｛中等度｝，28日以上｛重症｝），
鼠径部痛を生じる脚（利き脚，軸足，両脚），疼痛
を生じる動作（キック動作，方向転換，ランニン
グ，スプリント，その他），キック動作で疼痛を認
めた場合の蹴り方（インサイドキック，インステッ
プキック，インフロントキック，アウトサイドキッ
ク，その他），疼痛を認めたキック動作相（テイク
バック，コッキング，アクセレレーション，イン
パクト，フォロースルー），鼠径部痛による競技中
断経験の有無（以下，競技中断経験）を調査した．

鼠径部痛の定義は Fullerら７）を参考として，ス
ポーツ活動中に鼠径部に疼痛が生じた状態とし
た．
なお，本研究は埼玉医科大学保健医療学部倫理

審査委員会の承認を得て実施した（承認番号：M-
98）．

結 果

1.基礎情報
対象者 191名の基礎情報を表 1に示す．ポジ
ションは，フォワード 33名（17.3％），ミッドフィ
ルダー 70名（36.6％），ディフェンダー 68名
（35.6％），ゴールキーパー 20名（10.5％）であった．
2.期間と競技中断から見た鼠径部痛の実態
アンケート調査結果より，鼠径部痛既往歴者は

全体の 53％であった（図 2a）．鼠径部痛既往歴者
のうち，鼠径部痛の継続期間は 1週間以内 33％，
2週間以内 25％，3週間以内 19％，4週間以内
10％，6週間以上 13％であった（図 2b）．鼠径部
痛による競技中断経験は 48％であった（図 2c）．
鼠径部痛による競技中断経験を有する者のうち，
競技中断期間は 1-3日 39％，4-7日 16％，8-28日
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図 2 期間と競技中断から見た鼠径部痛の実態
a：鼠径部痛の既往歴　b：鼠径部痛の継続期間（慢性化評価）
c：鼠径部痛による競技中断経験　d：鼠径部痛による競技中断期間（重症度評価）
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27％，28日以上 18％であった（図 2d）．
3.受傷脚の特徴と疼痛誘発動作
鼠径部痛を生じる脚は利き脚 52％，非利き脚

20％，両脚 28％であった（図 3a）．鼠径部痛を生
じる動作は，キック動作 56％，スプリント 18％，
方向転換 14％，ランニング 11％，その他 1％で
あった（図 3b）．キック動作で鼠径部痛を生じると
回答した者のうち，鼠径部痛を生じる蹴り方は，
インステップキック 41％，インサイドキック
33％，インフロントキック 24％，アウトサイド
キック 2％であった（図 3c）．鼠径部痛を生じる
キック動作相はインパクト 39％，コッキング
35％，フォロースルー 19％，テイクバック 5％，
アクセレレーション 2％であった（図 3d）．

考 察

本研究では期間と競技中断から見た鼠径部痛の
実態，受傷脚の特徴と疼痛誘発動作を調査した．

17歳から 43歳までのサッカー選手における鼠径
部痛の既往歴の報告８）では 55％に鼠径部痛を認
め，本研究と同等の割合であり，高校サッカー選
手において発生頻度が高い障害であると考えられ
た．また，本研究では 6週間以上疼痛が継続した
者は 13％であり，慢性化例が確認された．さらに，
28日以上競技を中断した者は 18％であり，重症
例も確認された．慢性例，重症例が存在する理由
として，監督や選手の鼠径部痛に対する理解が乏
しく適切な対応がなされていない現状が考えられ
た．
受傷脚の特徴に関しては，村上ら９）による高校
サッカー選手を対象とした報告では，41％に非利
き脚の受傷を認めている．本研究においても鼠径
部痛を生じる脚は，利き脚で 52％，両脚を含める
と非利き脚の受傷が 48%となり，先行研究を支持
した．以上のことから，非利き脚の受傷も多いこ
とにも着目すべきであると考えられた．受傷動作
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図 3 受傷脚の特徴と疼痛誘発動作
a：鼠径部痛を生じる脚　b：鼠径部痛を生じる動作
c：鼠径部痛を生じる蹴り方　d：鼠径部痛を生じるキック動作相
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に着目すると，プロサッカー選手ではキック動作
や方向転換動作で疼痛を生じることが多く１０），本
研究でもキック動作が 56％と先行研究を支持し
た．本研究では，股関節が外旋し足部の正中より
内側でインパクトするキック動作において多くが
受傷していた．また，鼠径部痛を生じるキック動
作相ではインパクトで 39％，股関節の最大伸展時
のコッキングで 35％であった．高校サッカー選手
を対象とした鼠径部痛のアンケート調査９）におい
て，疼痛を生じるキック動作相は下肢の伸展相や
インパクト時に多いことが報告されており，本研
究においても伸展相であるコッキング時とインパ
クト時が高率であり，先行研究を支持した．しか
し，キック動作相の分類において，相分けが異な
る点に違いがあり本研究同様の特徴を示さない可
能性がある．以上の点からサッカーで頻回に生じ
るキック動作において特徴を示し，鼠径部痛に対

する監督や選手の理解を深めることに寄与できる
と考えられた.
本研究において，高校サッカー選手の鼠径部痛

では慢性例，重症例が存在すること，キック動作
における特徴を示したが，さらなる詳細なアン
ケート調査を実施することが望ましいと考えられ
た．また，指導者，選手に対して結果をフィード
バックすることでより鼠径部痛に対する理解を深
めることができると考えられた.

まとめ

本研究によるアンケート調査では，期間と競技
中断から見た鼠径部痛の実態，受傷脚の特徴と疼
痛誘発動作を調査し，各項目で特徴を示した．今
後は，本研究を基礎とした発展的なアンケート調
査を実施することが必要であると考えられた．ま
た，アンケート結果は指導者や選手への啓発活動
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の一助となると考えられた．
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〔Abstract〕 We conducted a questionnaire survey of injury and groin pain in high school soccer players. We tar-
geted 191 high school soccer players who agreed to participate in 7 clubs. Among the participants, 53% had a his-
tory of groin pain, and in 13% of them it had become chronic. Among those with a history of groin pain, 48% also
experienced interruption during competition, and 18% became seriously ill. The distribution of the leg that caused
groin pain was relatively high both for the dominant and the non-dominant leg. Groin pain was caused by instep
kick in 41% of cases and by inside kick in 33%. Pain that occurred in the kick phase occurred on impact in 39% and
on cocking in 35%. In this study, both chronic and severe cases of groin pain were found among high school soccer
players. Most of the injury movements were kick movements. It was thought that an understanding of groin pain
could be improved by providing feedback on the results to both the instructors and athletes.


